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柏崎刈羽原子力発電所周辺の放射線を監視しています
モニタリングポストの測定値

モニタリングポストの測定値は、ホームページで常時公開しています。

http://www.tepco.co.jp/kk-np/monitoring/mp-j.html

自然界の放射線と影響

放射線の単位について

全身被ばく※
末梢血中のリンパ球の減少

全身被ばく※
これより低い線量では臨床症状
が確認されていません

全身被ばく※
死亡

全身被ばく※
悪心、嘔吐（10%の人）

法令上の従事者の実効線量限度（5年）

法令上の従事者の実効線量限度（1年）
当社従事者の実効線量管理値（1年）

柏崎刈羽原子力発電所の従事者平均（H20）

胃のＸ線集団検診（1回）

胸のＸ線集団検診（1回）

ブラジル・ガラパリでの自然放射線（1年）

（世界平均）
1人あたりの自然放射線（1年）

一般公衆の線量限度（1年）
（医療は除く）

※急性被ばく（1度に受ける）の場合

原子力発電所周辺の線量目標値（1年）

～

東京～ニューヨーク間を飛行機で移動

◆発電所では周囲９箇所に設置されているモニタリングポストで　
　大気中の放射線を常時測定しています。

◆東北地方太平洋沖地震発生以降、モニタ
　リングポストの測定値に異常な値は
　出ておりません。

◆測定値の単位 ｎＧｙ/ｈ（ナノグレイ毎時）とは、空気中の
　放射線の量を表す単位で通常は、約２０～１５０ｎＧｙ/ｈ
　です。この値は雨が降ると上昇し、雪が降ると低下します。

◆ナノグレイ(nGy )をミリシーベルト(mSv )に換算すると、
　１００万分の１となります。
　　（例） ５００ｎＧｙ/ｈ＝0.0005 mSv/ｈ（ミリシーベルト毎時）

◆ミリシーベルトはマイクロシーベルトの１０００倍です。　
　　（例） 0.0005mSv/h＝0.5 μSv/h（マイクロシーベルト毎時）

●自然界で宇宙や大地、食べ物などから放射線が出ており、その値は世界平均で
　2.4mSv、日本は若干低く、1.5mSv程度となっております。

※3月16日18:10 現在


